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業績予想の修正、配当予想の修正並びに営業外収益及び営業外費用

の計上に関するお知らせ 

 

平成 26 年５月 15 日に公表いたしました、平成 27 年３月期通期の連結業績予想数値、配当予

想を修正いたしました。また、営業外収益及び営業外費用の計上につきまして、下記のとおりお

知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 27 年３月期通期連結業績予想数値の修正 

（平成 26 年４月１日～平成 27 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （A）
百万円 

14,500 

百万円

2,700

百万円

2,700

百万円 

1,560 

円銭

111.31

今 回 発 表 予 想 （B） 16,000 3,200 3,200 1,800 128.43

増 減 額（B）－（A) 1,500 500 500 240 

増 減 率（％） 10.3 18.5 18.5 15.4 

(ご参考)前期実績
(平成 26 年３月期)

13,076 2,115 2,267 1,336 95.37

 

（修正の理由） 

売上高につきましては、主に中国をはじめとするアジアの中堅タイヤメーカーへの生産ライ
ン用タイヤ関連試験機の出荷が堅調に推移していることや、当社グループの海外取引における
主たる決済通貨である米ドルの為替相場が想定よりも円安ドル高に推移しているため、当初の
予想に対し増収となる見込みです。 
利益面につきましては、増収による影響やタイヤ関連試験機の原価率が改善し売上総利益率

が上昇しているため、当初の予想を上回る見込みであります。 
 

(注) 上記の業績予想数値は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定
の前提に基づいており、実際の業績等は、今後様々な要因により予想数値とは異なる可能
性があります。 
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２．配当予想の修正 

 

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前 回 予 想
（平成 26 年５月 15 日発表）

円銭 
－ 

円銭

25.00
円銭

－
円銭 

30.00 
円銭

55.00

今 回 修 正 予 想  
 

35.00 60.00

当 期 実 績 － 25.00 －  

前 期 実 績
（平成 26 年３月期）

－ 20.00 － 27.00 47.00

 

（修正の理由） 

上記業績予想の修正のとおり、当初予想の売上高及び当期純利益を上回る見込みであります。 
当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営課題と認識しております。 
つきましては、平成 27 年３月期の通期配当予想を 55 円としておりましたが、業績が当初予

想を上回る見込みとなりましたことから、１株当たりの期末配当金を５円増配して 35 円とし、
通期配当金を 60 円とすることにいたしました。 

 

３．営業外収益及び営業外費用の計上 
平成 27 年３月期第３四半期連結累計期間（平成 26 年４月１日～平成 26 年 12 月 31 日）

において、当社グループの海外取引における主たる決済通貨である米ドルの為替相場が円安
ドル高に推移したため、当社グループが保有する外貨建債権債務の期末換算レートによる評
価替え等により、為替差益 384 百万円を営業外収益に計上しております。また、為替変動リ
スクを低減するため、デリバティブ取引として通貨オプションを利用しておりますが、それ
に係る時価評価により、デリバティブ評価損 292 百万円を営業外費用に計上しております。 

なお、上記金額は当第３四半期連結累計期間におけるものであり、今後の為替相場により
この額は変動いたします。 

 

以  上 

 


